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火山から地球システムの解明へ
研究を通して広がった好奇心

地球は約46億年前に誕生した。しかし、地球が誕生してから、

どのような過程を経て、今の姿になっていったのかは、まだ誰も

知らない。この壮大な謎に迫るのが、地球内部変動研究センター

である。センターの研究対象は地球内部から深海までと幅広い。

地球科学は、地球というとても大きなものを相手にする学問だ。

物理学や数学のように明確な答えが出にくいという問題も確か

にある。そのような問題を解決するために、研究者は何を考え、

どのように取り組んでいるのだろうか。地球内部物質循環研究

プログラムの巽好幸プログラムディレクターに伺った。

幼少時の体験が導いた
火山研究
巽プログラムディレクター（以下巽

PD）は身長193cmもあり、スポーツ

選手のような見事な体格をしている。

お話を伺ってみると、高校時代からバ

スケットボールの選手だったという。

大学受験のときも、バスケットボール

で大学のセレクションにも合格し、京

都大学を受験するか、バスケットボー

ルで大学に行くか、とても迷った。し

かし、最終的に受験の道を選び、京都

大学理学部に進んだ。ただ、大学に入

ってからもバスケットボールは続けて、

クラブ活動で汗を流したという。大学

3年生になると、卒業研究をするため

に、自分がどこの研究室に入るのかと

いう選択を迫られる。そのときに、巽

PDの頭のなかには、なんとなく、「火

山をやりたい」という思いが浮かんで

きた。なぜ、そのような思いが出てき

たのか。振り返ってみると、幼少期の

体験が大きかった。

巽PDがいちばん覚えているのは、

小学校1年生のときに知り合いの人か

ら地球の図鑑をもらったときのことだ。

表紙を開いて、まず目に飛び込んでき

たのが、地球の断面図。地球の内側は、

全体的に赤く塗ってあり、地球の内部

にはマグマがいっぱいありますという

ような記述があった。

「それを見た瞬間、私は直感的に、ウ

ソだと思ったんですね。地球の表面に

は山もあって、海もあって、バラエテ

ィに富んでいます。それなのに、地球

のなかが一様であるはずがないと思っ

たんです。子ども心にそれが理解でき

ませんでした」

また、巽PDが小さいころから住ん

でいたのは、大阪府の二上山の近くだ

った。二上山は万葉集にも詠まれて、

古くから親しまれている山で、巽PD

自身、何度も遊びに行った。この二上

山は、実は昔の火山であった。小さい

ころから親しんだ、二上山での体験も、

巽PDの火山への好奇心を支えるもの

になっている。

だんだんと広がっていった
研究テーマ
火山の研究をするためには、どの研

究室に行けばいいのか。巽PDは、な

んとなく地球物理学かなと思っていた

ので、地球物理学をやっている研究室

の説明会に行った。そのような研究室

はたくさんあったが、比較的空いてい

たのが地質学の研究室だった。地球物

理学は、測定や実験などといった物理

的な手法を用いて地球の内部構造や表

面で起こる現象について研究する分野

だったのに対し、地質学は岩石や地層

などを研究する分野である。同じ地球

を対象とする学問ではあるが、アプロ

ーチの仕方が大きく違う。巽PDは

「地質も地球物理も似たようなものかな

と思って、説明会に行ったのがきっか

けで、結局、地質学の研究室に入るこ

とになりました」と自分の感覚に従っ

て、進む道を決めていった。「結果とし

ては、両方やっているので、あのとき、

研究室をどっちの分野にするかという

ことは、私にとってはどっちでもよか

ったと思います」

大学4年生の卒業研究では、香川県

の小豆島の地質を調べ、岩石の特性を

明らかにし、続く修士課程ではその研

究を広げていき、小豆島をはじめ、近

畿から四国、九州にかけて見られる特

異な安山岩がマントルでできた可能性

があることがわかった。そして、博士

課程に進み、岩石研究だけでなく、実

験的な手法も取り入れて研究するよう

になり、この安山岩がマントルででき

ることを実証した。しかし、たとえば、

東北日本のような普通の火山帯ではや

はり玄武岩がマントルでつくられてい

るらしい。そこで、マントルで玄武岩

がつくられる温度・圧力の条件なども

調べていった。巽PDらの実験によっ

て、玄武岩がマントルでつくられるた
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めには、1,400℃という高温が必要で

あることが分かった。それまでは玄武

岩がつくられるマントルの沈み込み帯

の温度は1,000℃くらいといわれてい

たので、なぜ、温度がこんなに高くな

るのか、たくさんの人と議論をしてい

った。そうしていくうちに、地球内部

の熱などについて興味がわいてきた。

最高の研究所づくりを
目指して
博士課程を修了後、イギリスのマン

チェスターに研究員として行った巽

PDは、そこで、沈み込み帯のマグマ

の形成過程を明らかにした。イギリス

で書いた論文は、巽PDの研究のなか

でも代表的といえるくらい重要なもの

となった。また、巽PDは、イギリス

での研究生活を通して、日本と海外と

の研究システムの違いを肌で感じ取っ

ていった。「イギリスで研究して、日本

との違いをいちばん痛感したのは、テ

クニシャン（技官）システムでした。テ

クニシャンのプライドと、それを大切

にする研究者との関係がとてもよくで

きていました」

日本の大学は、実験室の整備、実験

機器の調整、必要な装置をつくるなど、

研究を技術的にサポートする技官と呼

ばれる人はほとんどおらず、たいてい

は大学院生や助手が技官の役割を兼ね

ることが多い。このようなシステムは

おかしいと、最近になって多くの研究

者からいわれているが、巽PDは20年

以上前から何とか日本でテクニシャン

システムを導入できないかと模索して

きた。プロの技術者であるテクニシャ

ンと、研究者が互いに切磋琢磨し、と

もに研究を進めていく関係をつくるこ

とが目指す先だった。

その思いが実を結んだのが現在の地

球内部変動研究センターである。巽

PDは地球内部変動研究センターの前

身となる固体地球統合フロンティア研

究システムの立ち上げからかかわり、

念願のテクニシャンシステムを導入し

た。「システムとしては導入しましたが、

各個人にその理念が浸透するところま

で行くにはまだまだです。研究所は、

当たり前のことですが、研究そのもの

が中心となり運営されるべきだと思っ

ています。そのために、研究をサポー

トするテクニシャンや事務職員、そし

て研究者がお互いに尊敬し合い、協力

していく研究所をつくっていきたいの

です。これが私の理想です」

地球進化の解明に向けて
地球内部変動研究センターでは、こ

の4月から統合国際深海掘削計画（IOD

P）の推進を目指して、IODPタスクフ

ォースが組織された。センターの前身

である固体地球統合フロンティア研究

システムは、もともとIODPを進める

ための国内の中核的な研究機関という

位置づけで開設されたものである。日

本は、地球深部探査船「ちきゅう」を建

造したのをはじめ、IODP推進のために

たくさんの費用を出している。「それに

もかかわらず、南海トラフの地震発生

帯掘削に続く計画が日本から提案でき

ていません。この状態を何とかしたい

と思い、地球内部変動研究センターの

本来の役割をより真剣に果たすために、

タスクフォースをつくりました」

IODPタスクフォースでは、南海ト

ラフの地震発生帯掘削、伊豆ーボニン

ーマリアナ島弧掘削、巨大海台掘削、

モホ面掘削の4つのテーマを十数年の

スパンで研究していき、地球システム

がどのように進化してきたのかを明ら

かにしていくことを掲げた。「地球科学

は、物理学や数学のように、1＋1＝

2というふうに確実に答えが出るもの

ではありません。しかし、さまざまな

観測結果をつなぎあわせていくと、規

則性や理論が見えてきます。その理論

を見つけていく過程にとてつもない面

白みがあるのです」

地球内部変動研究センターは、2001年に開設され

た「固体地球統合フロンティア研究システム」と「深

海研究部」が統合して2004年7月に発足した。地

球物理学、地球化学、地質学、生物学などさまざま

な手段を総動員して地球システムの理解のために研

究している。具体的には、地球の内部構造や内部物

質の循環、プレートの挙動、地球の古環境変動など

を研究するプログラムを進めて、海から地球全体に

迫るアプローチを重視している。また、地球深部探

査船「ちきゅう」を活用する統合国際深海掘削計画

（IODP）の日本での中核機関としての機能も有して

いる。

IFREE（地球内部変動研究センター）

瀬戸内小豆島にて。卒業研究以来の
フィールドだが、まだまだ判らない
事が多い




